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表紙は語る 


象いあ一と■ブラスチック鎺 x 
「コダ7リ j by 襦本茂夫 


給与振込は 

〈ハートの銀行> 


今闬杓:^〇か店の便利さを 
ご活用ください • 

のふ n れ女 A： W:L ます 

Ukd 銀行 

… 第一 勘箔簾行 


ことわざ II 答 


10月26日金 
〜28日® 

「第4回 
市民映画祭」 

会場：中央公民館 

••u くは 
TS(2i)i77^ 

さんまぐ 


10月10日氷: 

「市民体育館 
無料開放」 

4 L < a 

ft 付さんまで 


全ての t のが伴止す 
る办そして決まつた 
合図もなく長月の憤 

に入つていく • も *? 

秋。海の幸、山の幸 
がひしめき合い、実 
の费さをそれぞれが 
主张しあつている。 
今 CT の表紙を彩つてくださつた 
のは、ゥィル 7 F にある - -I ベルジユ j 
のシェフ汝本茂夫さん。爱敬のあ 
る人形逢がいまにも語りかけるよ 
ラにゥィンドに並ぶ•よく作品は 
作 -* • に似るといいますが，お会い 
してなるほどと納得。さて、*材 
は * 近手蛏に加工出米ることから、 
多くの方に使われてきている合成 
プラスチック * 色の組み合わせ， 
細部へのリアルな工夫はとても科 
理人が作つたとは忠ぇない。しか 
し、！ S 本さん B く「これも料理の 
一部なんです e 色や形はとても大 
切なものです*よく荬術品や松を 
見て，バランスや * 色味などの w 

強をしますし . /フランス料理 

の世界に入つて18年。まだまだ勉 
強 I なきやという削造人 .te 本茂 

夫巧 



だが•人がいて人の肌の分だけ溫 

かさがある。ときに*熱くな. 

WU あたつたの"*たらないの t 

ケンカをはじめる人 t いるが。 

( 来 ft 弘子》 




おせっかいな手紙 

•中 込重春武蔵野會房刊 

現代 H 本文学の$銪とい- , ■) ても 
彳いであろラ，丼伏 M 一のエッセ 

P x-v v £に r 入と人釤』がある n その日 
厂 ss ^$、/ 頭の I 琼に「中込君の衣」が収め 
1られてぃる。 

この「中込«1_こそ本«-の*祚 
Jr_ である*$氏その人。^川は銪町 
で蝴说き^を L ていた、かなりの 
「名物男」であ 


み I た二遗本特で 
読もしお r のはず 
でのわ、でこには 
者す著もるた人る 
猛通がかまれのあ 
、を人し、か川が 0 
で眼川〇て寄立のい 
らに立りれて、もた 
や本にあらしばくし 
とたこ冊なにけ铿め 
秋つこ二くぅとに勧 
のか、 J 亡よもろお 
宙なが著ものひこを 
読れだ名と J 、こ読 
切法 r 方*はに I 


つた。「あつた」 

と記さなければ 
ならないのは、 
W しくも2苹ま 
えに他界されて 


しまつたからだ。お元氕の頃、本 
达紀者も中：3さんが tt くユニーク 
な iw 塊きを蝴張りながら取材を L 
て「ベスト立川入•族」1:も登場。 
その存在は多くの人に知られるよ 
ぅになつていた** 

お店の奥が•お住いでそこには 
文人だけがもつているビーンと* 
りつめた空気があった"そこで* 
■字 I 字を確かめるよぅ|:极<»た 
井伏鲟二氏への手紙 iC か— I であ 
る"が、ただの手紙ではない。相 
手は文**、それにふさわしい緊张 
感はもちろん•深さ*人きさとも 
に充分 ** M 二のエツセ—によく 
『中込^」が登場する所以がよく 
わかる一*: L % 


町の片隅から 

❺中野藤吾け やき出版刊の生粋の立川人が g 武 


門学校校長、立川短大 
f 良を務められ/'% 


i 一 




m 




0 


% 




この S ， 本宵 
の出版 ikl 念の。ハ 
— ティを親 L い 
方々が開こぅかと思っていた矢充 
の总逝，まさに中野先生の「逷古」 

といつてもよいで/.ろぅ* 

栄町にお ft いであったが•改め 
て経歴をみると•これが何と「立 
川ずくめ」なのだ。人£9年*砂 
川4常商*小学校(甩立川八小) 
大¢14年、 ft 京府立第二中学校 
{埂立川在校)をそれぞれ 
垛在の•愤大学を出られ，学 IW の 
迸に進まれるが'' ft 後に U 立 III 嘩 


新間社発行「0 4 2 5』紙上に連 
teL たエツセーを i とめた本^。 
再名の嫌遜1:ょ々て「§わずもが 
なの記」という副越を付してある 
が、この街を愛してやまなかつた 
先生の息吹きが行 fill から流わてく 
るょうで•ときに叱咤の m をとば 
されているのではないかと•誘者 
は思う。「多¥が f 並みになつ 
てはいけない U とおつしやつた先 
生には—いつも地域の独自の文化 
を人切1:する姿勢で貫かれていた 
のではないだろうか。 

立川人•必忒の*である。 


<*0©®^ 



-2 -:_ nn.-( 

木や石ころや :? 1¢のない街は 


何となく不安な思いを抱かせる0 

慕®:メツセにいつた t きのこ t , 

麻葉線の海浜»张駅を降りる t 、 

U の nil には廷榮中のビル。カラ— 


_ 装の进は、ひたすら幕張メッセ 
に絞いて、あとは何もない•兒氺 
なほど、街路樹も生け項もないの 
だ Qx I パ—も八百屋も本屋もな 
い、人の tl いの、全くしない釈 • 
それにくらべて立川は • • •■ 
南：1 ^ 1 : 整埋が少1ずっ進んでぃ 

るとはいえ、駅の括 K をと /I とん 

と降りると、屋台のたこ焼き屋， 

バチン ns ® とつぶりと夜にひた 


る頃には、赤ちょラちんからざわ 
めきが WI こぇ、バチン n の®品交 
换所に列をなす。 

* 口となれば，昼夜のにぎわい 
は駅前広場だけではなく、九井の 
裹や高 ft 屋の路地裏を卢 sil : 姑す 
サラリ—マンが行きかう。雜然と 

L ている t いラより，ごちやごち 

や I ている。上品にはほど速い* 

競馬斩閗ゃはずれ馬券が歆乱する。 


漢字 I 字揷入せよ 

▼•は 甲羅に似せて 

穴を掘る 

▼左右を かえりみて 

• を言う 


伝統芸能に新しい息吹き 

街の様子も、人の暮しぶ〇も年 
々に激しく变化している >r. 川の街。 

その中で街 
の様々な伝承 
芸能を守ろぅ 
という努力も 
ticu.-rn てい 
る•そんな人 
たちの公演， 



「伝統， XV -能をみる会 j が， 9月9 R 
市民会館 小ホ—ルで 行われた。 立 
川市地： g 文化 m 典 wlil の 主催で 
おはやしや技承民琛、餌7*»の齐 
保存会、* :-:一 多窣1 てる会 ル 
の 四01体が#加、滿席の人々 に立 
.川の 层芸能を被东 した。 初の合 
同公演•後«|者の泠成が总がれる 
今、市民への アビールの ためにも 
较けて ほしい 拭みである。 


立川 •^s^ _ ^a 


日本初！ スポット式エアコン付 

公衆電話ボックス登場 

7013日汝、钸町 4 rRNTT 
朿京西支礼的に •エアコン R きの 
屯^ボックスが W 設され た • 钮似 
のものと I て•汝谷 駅や®座松® 
の荊などに設跋されている"まだ， 
5 A 躲段陆 とあつて 数少ない。 その 
中に* つて •日本では ここ立川に 
だけといぅ•スポット 式 エアコン 


立川クイズ ■ 


頃は*末•近代日本の夜明の光 
がはんのりさし始めていた時代の 
»。天領(》府の ia « 領)だった立 
川村の代吉1:江川太郎左斯門英瞄 
といぅ人がおりま I た。 一 地方官 
の身ながら内政外交両而に蘸問を 
抱えていた麻政1:参 •« 多方面に 
活した•歴史の衩業で S う 
伊豆韮山の反射炉をつくるなど， 
数々の粢紋をのこしております。 



付公衆«盆ボ 

ツクス/25«, 

を毪すと {EW 
的に町劻を始 
め • 不快®を 
取り除くべき 

になつている ■ 

さて，この新 V* ボックス、仝固的 
に薺及するかしないかは市民の 
声に委ねられているよラだ ？* 



さて，この太郎 /LP 6 門さん、葆永3 
年 (ISD 年 ) に、ここ立川である！： 
W 的なことをしております◊それ 
は何だつたでしょラ。 

①稱痕をした②水 f 利用 I て発 
電の寞験をした © S の養殖をした 
【9月号の答】❸ 

第一0市会满玖遒挙は03和16年 
1 H 30 日に行われ30人が ^ 通、2 
月12口の市会で 市 *が进 出されま 
した。当時の人口5、000 ^ の * 1有 
権者はわずか8、5 < 九人、遘擎風讶も 
今とはずい分違っていた7ケです * 


秋になりま1た0あの*い 
I さなかに、今年は「灯火親I 
I む K 」など訪れるのだろぅか 
ha t 危ぶんだものですが，四季 
•J こ の®みは#实にこの上地にも 
ド^ 降-0てくれま L た•身もここ 
^ ろも谅しい、典如苑の境内を 
ひと巡りしてみませんか。 

■ Qlt^loHlsug 

午後2時丨4時 


■御木# •典 如 
{玉 物 館をはじめ 
として 映画な ど 
.«!: りだくさんの 
In 意がしてござ 
います * 

■立 川 illau fist 人)に限らせて 
頂きます" 

■お申 1込み U 「えくてび あ 
ん•コンパニオン」(本誌を手 
洩してくれた人》へ。 



V •マ33 2 • 
- f 4 J .^、 Hrr /^9^2 rs 

こ倉み w 

a.vo^.«?r々6f^ 


fi - 

Ea 


^ a 切与 c . 封号ザ llscv « iH '/ r : 
S 3 fn 喜^3孖目、 u.^u 备 ?1 Y 

90 ^ 

「\4v r1 } n ■出?) II 


iS 南 M 

たぶん「時代の音 i . というのがあ 
るのであろう ♦* 川市の布制 50 固 
年をロックで祝おラ t 試みた苦者 
の感性に、ある* ii の方はついて 
行けないのかも1れないが、その 
ロックでさえも、やがて「時代お 
くれ」になる時がこよう D もし、 
こなければ、つまり時代を越えて 
人のこころに fp くものがあれば、 
それを人はクラシックと呼ぶにち 
がいない♦本誌でも2 i 介 I たこと 
のあるタンゴ ft 手 •«) サチコさん 
が立川市民会館ゃ R 木榇の二苒« 
場でリサィタルを W き热い®勒 
を埸内に满たしていた。思い切-〇 
て云つてしまえば，いま、タンゴ 
は「時代の音」からは速く離れ去 
つたものであろう •<: もかかわら 
ず聪く者のこころをゆさぶるのは 
歌うひとが•時代を越えた「何 
か j をさぐり当てたからにちがい 

ない*エコーハンドべル•リン 

ガ—ズが小野田隆 W さんの指揮で 
「1¢玉勝己 fawn ンサ—卜 J を fK 
L た。あの、! fi 玉さんの®51がの 
りうつつたような•索蛸らしく S 
んだベルの音に，聴くひとは「時 
ftJ などというスケールを越えて 
酔っていた*龙玉勝己ファンは、 
「さくらのメ n ディ—によるフア 
ンファーレ」や r 熊 if の mfrJ を 
幾度耳に I たことであろうか* 
逝つてから半年•いまさらながら 
汜玉さんの英知と独 fill •それに何 
より t 温かいひと M が 18 ばれて n 
頭をあつくした♦別る、や柿 nft 
ひながらえくてび*ん0 


fflim 小川匐；#01漘耳鵰?1|8!山》_子 
中 Jr « x + 沢 JE 私»»说子 
:；肩1天”霣0;«|«|明±田義治 

ジオ？ ssttitlle 本多 II 
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